
 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生にとって最も大きな大会、夏の大会がいよいよ目前に迫ってきました。  
夏の大会は、３年生にとって大きな意味のある大会です。今年は、応援や観客の制限がない大
会となると思います（競技によって対応を確認してください）。ぜひ悔いのないプレーをして、今ま
で先輩が積み重ねてきた板櫃中学校の歴史に新しい１ページを加えてください。 
とはいえ、日ごろの練習の成果を十分に発揮することに、まずは全力を傾けることになるのだろ
うと思います。この「本番で実力を１００％発揮する」ということが、実はすごく難しいことであること
は、世界共通の課題のようです。 
世界中のいろいろな分野の学者が、どうしたら実力が出し切れるのかについて研究をしていま
す。部活動の大会だけでなく、中間考査や期末考査の本番、コンクールや文化祭の舞台の上など、
準備してきたことを１００％出し切れる方法があったらいいと思いませんか。 
「実力を１００％発揮する方法」という本には「ポジティブ・インテリジェンス」というものを育てれ
ば、大きな舞台でも実力を発揮できるということと、そのためのトレーニング方法が書かれています。
その多くは時間のかかるトレーニングなのですが、本番を目前に控えた皆さんにも役立ちそうな部
分がありましたので、激励の言葉としてご紹介します。 
それは「自分の心を味方につける」ということだそうです。強い相手に対するとき、「失敗してしま
うのではないか、負けてしまうのではないか」などとついつい考えてしまう。それは、自分の心の中
にいる敵が顔を出している状態なのだそうです。 
「負けるのではないか」という考えが潜んでいる相手と勝負しているのですから、 
対戦相手にとってみれば、これは自分の味方が相手の中にいるようなものです。 
では、自分の心を味方につけるにはどうしたらいいのでしょうか？ 
それは「成功することだけを考える」のだそうです。例えば、バレー部のみなさんが２歳の幼児と
バレーをすることになったとします。負けるのではないかと心配する人はほとんどいないと思います。
この状態は、自分の心が自然に味方になってくれている状態です。 
しかし、強い相手が目の前にいるときはそうはいきません。弱い気持ちが出てきたり、実際にピン
チになったりする時もあると思います。そんな時でも、成功して拍手喝采を受ける自分の姿を思い
浮かべて、頭の中を上書きしてしまおうというのが「自分の心を味方につける」ということだそうで
す。 スタンフォード大学の実験では、それができた人とできなかった人の結果や達成感に格段の
差が生まれたそうです。 
「自分がどうなりたいか」まずを考えて、そのために今努力するというやり方は、「バックキャステ
ィング」とも呼ばれている考え方です（右の資料を参照）。どんな場面でも、板櫃中学校の生徒らし
くパフォーマンスすることを考えると、この考え方にたどり着くのだなと、改めて思いました。 
陸上部の区内大会から夏の大会はスタートしています。今週の土日はサッカー、卓球、軟式野球
の区内大会が行われます。応援してくれている５３０人（自分も含めて）の仲間や先生方、保護者の
方はみなさんの味方です。さらにもう一人、心の中に味方を増やすことで、達成感に満ちた素晴ら
しい夏にしてください。 
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令和５年６月１９日（月）発行 
校長 栗 原 博 巳 

北九州市小倉北区白萩町８番１号 
HP: www.kita9.ed.jp/itabitsu-j/ 

＜学校教育目標＞ 
自立 ・ 共生～自立心にあふれ、他を思いやる心をもった生徒の
育成～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 「時を守り、場を清め、礼を正す」生徒（凡事徹底） 
② 自ら考え、正しく判断し、進んで学習や諸活動に取り組む生徒
（自立） 

③ 思いやりの心をもち、協力し合って集団生活の向上に努める
生徒（共生） 

④ 与えられた仕事に対し、役割を果たすことのできる生徒（責
任） 

板 櫃 
いたびつ ＜校訓＞ 

真理の探究 
自主躍進 

部活動夏の大会へ向けて～誇り・自信・感謝～ 

 

＜資料＞少し難しい内容なので、保護者の方と読んでみましょう。 

バックキャスティングとは、未来を予測する際、目標となるような状態を想定し、そこを起点に現在を振り返って

今何をすべきかを考える方法で、いわば未来からの発想法です。これまでのやり方や考え方では答えが見つからな

い問題を議論したり、解決策を見つけたりするために用いられることが多いと言われています。 

バックキャスティングは、１９９７年にスウェーデンの環境保護省が“２０２１年の持続可能性目標”というレポートを

まとめる際に使用したことで知られるようになり、日本でも国土交通省や環境省などの長期ビジョン策定に活用さ

れました。 

バックキャスティングと対をなすのがフォアキャスティングで、現状分析や過去の統計、実績、経験などから未来

を予測する方法です。現在を起点として考えるので、台風の進路のように目指す方向がその都度変わり、遠い目標

が定まりにくい面があります。 

過去の成功体験の延長線上で物事を考えるフォアキャスティングの思考回路に陥りがちで、革新的な製品やサー

ビスが誕生しにくいと言われています。 

バックキャスティングとフォアキャスティングは、必ずしもどちらかを選ばなければならないというわけではあり

ません。フォアキャスティングで進めながら、バックキャスティングで設定した未来像へ向かう別のレールを敷いて

おくという方法もありますし、目標設定はバックキャスティングで、具体的なアクションプランはフォアキャスティン

グでというように相互を補いながら進めていくこともできます。 

自分の将来設計でも、過去や現在からではなく、未来から発想するバックキャスティングを取り入れてみる価値

は大いにあると思います。勉強でも運動でも当てはまることではないでしょうか。 

【部活動激励会 校長先生の話から】※当日の内容を少し変えています。 

みなさん、こんにちは。今日は部活動激励会ですが、今からの話は、学校で活動している運動部、文化

部、そして、地域のクラブやチームで活動している全員へ向けての話です。６月１０日の陸上部の区内大

会を皮切りに、夏の大会が始まりました。今日は、３年生が今まで練習してきたことを大会やコンクール

で発揮できるよう、全校生徒でエールを送りましょう。 

３年生のみなさん、この３年間は先輩たちのようにコロナの影響で思うような練習や練習試合ができ

ない時期もありました。悔いはあると思いますが、今、もっている力を出すしかありません。 

この３年間の部活動や校外の活動で、みなさんは大きく成長したと思います。それをこれからの中学

校生活はもちろん、卒業後の高校生活、その後の長い人生においても生かしてほしい、その区切りとな

る今回の試合に今できる全力で挑んでほしいと思います。 

そして、もう一つ、この夏の大会は、たくさんの人たちの願いが込められた大会です。これまで見守り

続けてくれた保護者の方へ、汗や涙を共に流した仲間たちへ、練習を支えてくれた後輩たちへ、指導し

てくださった先生方へ、審判や大会運営など試合に関わってくださる多くの方々へ、今できる精一杯の

プレー、コンクール、作品で、感謝の思いと感動を届けてください。板櫃中の先生方も学校から皆さんの

活躍を応援しています。 

最後にいつも言っていることですが、試合はもちろん、会場での態度、マナー、応援を含め、「板櫃中プ

ライド」を忘れず頑張ってください。以上で校長先生の話を終わります。 

【部活動激励会 生徒会長の話】 

まず、今回の部活動激励会を開いてくれた１・２年生のみなさんありがとうございます。 

新型コロナウイルスの影響で、しばらくできていなかったため、今年することができてとても嬉しく思

います。この会が、来年からも例年通り板櫃中学校の伝統として受け継がれていくことを願っています。

３年生は最後の大会、コンクールになります。これまでのすべてを出し切って悔いのないものにしてくだ

さい。生徒一同応援しています。 


